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近鉄奈良線 瓢箪山駅から徒歩約10分

全校児童約３００人

学級数１６（通常１２・支援４）

生駒山が見えるのどかな地域

近くには商店街や有名な神社があり、

地域との繋がりを大切にしている。

















本を好きになる環境づくり

①学校の図書室と四条図書館の違い

②新しいジャンルの本に出逢えるチャンス

③学級文庫としていつでも本が読める

④本の可能性を探る



当初の児童

①読むのめんどくさい

②おもんない

③時間かかる

④好きな本ない

⑤読む意味ある？

⑥全部読んだ



連携

四条図書館の方々に月に1度、学年に合った本を選ん
でいただき、学級文庫に加える。

図書室にはない新たなジャンルの本に出逢う

・絵だけの本

・英語の本

・ページが少ない本



変わる意識



気付き

伝えることの楽しさ



１年生に本の楽しさを伝えたい
縄手小学校はきょうだい学級での交流が盛ん

だからこそ芽生えた想い



気付き

伝えることの楽しさ



きっかけ
図書委員会の読み聞かせ活動

「もっと読んでほしい」

「もう終わり？」という１年生の声





今までの「本」にとらわれない

四条図書館で出逢った本たちのように

「本」



取り組み①

アフリカンアートから考える

私のストーリー

「ティンガティンガ展」



アフリカンアート×図書館教育







アフリカンアート



どうすれば１年生が興味を持ってくれるだろう
（相手意識）



色塗りコンテスト



自分達で創り上げるストーリー



ストーリー作成中



チームで繋ぐストーリー



取り組み②
「あおぎりの夢」

英語朗読

外国語×図書館教育



修学旅行で出逢った「あおぎりの夢」という本

本が伝えようとしている「平和」を
１年生のみならず、みんなに伝えたい（相手意識）

ALTの先生にも読み方指導に協力してもらい・・

なんとか完成した英語朗読・・

ぜひお聴きください





取り組み③

４コマで自分の街の良いところを

伝える

「４コマ漫画」グランプリ

図工×図書館教育







中学校登校の経験を活かし

どんな本があったのか

伝える

中学校との繋がり



本の楽しみ方は

無限大



伝えたい

知ってほしい

本に出逢ってほしい



低学年同士でも伝え合います



ご清聴ありがとうございました


